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　　　A－64　ナガA モの臓田租衝学的厨鬼工　la俵･'s <^封状秒晶にフ｡･T

　　　　　　広島尺放育　ｏ ･'にいフj、田封咲江

　目的　ナずイそ旧J表皮/こ近丿却分/こ針状秤晶∂リ') 多く£4 がる。そがが鰐理り

if is取扱ﾚl膚め手の皮/| (りに｀')かゆみと"i-ヽ/ﾉ、また生てI喰－ヽ･るfの喉/こ刺さリtぐ

味を'I;t ざ-c ろ。この針状秤iしり租糖内心り↑う所μ<n形縁を光俘顕煮親rこより租栖

に営的1こフきヒめ、更に数和構進の観衆に5 7"すすめる.

　方汰　針状秒晶は形かりぐレヴこめ、光学顕灘鏡およ哨左遠型電3" 顕拠鏡i 用いて観

衆L r:，光学顕教鏡用片付μ緩衝ホルマI) ン夜固定政切片をPAS 刄応、light green －

safranin 茅I'よ>) 東色(. μ。電子顕義鏡用μ斡(-t /mm立方に切吹(、6-S% glutaraldehyde

( 'ノン酸後術表PH 7^ )、I % OSO4ニ吏回支の棟、エポン乞埋tてLKB ウルトロ$ク

りヽ－A/: より超浄切片とi、喬とウラ― - tレの二重染£5 ^弘ヽ｡･, JEM-6C 旦電子践

教鏡･こてわk、で麗衆けこ。

　斡艮　析状移晶ぼ皮層肺{=多く見られ中栗郵回3iケな･･が'、菅無て"(J なヽ口、和把内

|こおI'てaヽ斡晶おヽ｀/本ずフ何処{こて'か存存すろと‥うものて it ケく、東をなドて長‘

和μ平行に並び、和胞内の中奇知に偉置すう。すタわぢ細胞質政一更'^厚？で移晶り

東を敢ク圏んて･■(■>う。りヽもこれら移晶東をとI) まく和把t μ、租糖/と学吻りJ PAS

で好東することで'戌固お｀ｸ∂ヽ徊゛t3，

　之れを載湘溥謹^ゐわセ;て報告する。

A－65 ナグ'i モのプロテアーゼの斧在にフい1
戸易大数す　iリエヽヽつゑ　OK下キ短丸　飛畑fあI-

　回的　f らり: 合ま-H i k ん＼fく彦岬禰-1;T'ア'rアーゼ｀/報効桓殲i･K piけり

呑球s りあに. 次い吏験i裁みに

　^咸　（峰り吋野裸却ナが仁回ト. r<. 吏験す迪ば、凍ぬ絣りン政枝

衡夜い仁　サリロベ藤波('^ z 尾停七一疋參t、視娘、定盾後タ･$'- 八゛－ア

fIレムあi いiiiク7 NR-M2 contact type ク ^ 7 イト[(^ せf< 。: のフィ　･レA 遵窒が

'C (?>}§.農舎に人かな。ごn s遂汝的にりまi顕臓健-F r･統峯に・

　結果　ﾌ勺テア-- -fc"̂ 在社(',よ、?,アハレムﾀ･ゼラA-ン教浪かされ、祁粒名同躇

('##すわ7≒鍼考クｱり尹アーゼ｀<p'仲在ぱ、疼tフりレムク呻く御り。ナダイ

^ ざは、維唐氷に捧{ t< いろよi t . 稚層束い々呵壽糾りくtラおに


